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【FdData 高校入試：中学理科 1 年：植物の分類】 

 

[単子葉類と双子葉類／種子植物の分類全般／シダ植物／コケ植物／シダ植物とコケ植物／ 

植物全体の分類／FdData 入試製品版のご案内] 

 

[FdData 入試ホームページ]掲載の pdf ファイル(サンプル)一覧] 

※次のリンクは[Shift]キーをおしながら左クリックすると，新規ウィンドウが開きます 

理科： [理科 1 年]，[理科 2 年]，[理科 3 年] 

社会： [社会地理]，[社会歴史]，[社会公民] 

数学： [数学 1 年]，[数学 2 年]，[数学 3 年] 

※全内容を掲載しておりますが，印刷はできないように設定しております 

 

 

 

【】種子植物の分類 

【】単子葉類と双子葉類 

[双子葉類と単子葉類：子葉の数] 

[問題] 

 次の図は，種子をつくる植物について，その特徴をもとになかま分けしたものである。 

①，②に当てはまる数字をそれぞれ書け。 

 

 

 

 

(北海道) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 2 ② 1 

[解説] 

種子が発芽
は つ が

するときに最初に出てくる葉を子葉
し よ う

という。被子植物

は，子葉が 1 枚の単子葉類
たんしようるい

と，子葉が 2 枚の双子葉類
そうしようるい

に分類
ぶんるい

する

ことができる。よく出題される単子葉類と双子葉類の植物は次の

通りである。 

双子葉類：タンポポ，アブラナ，サクラ，ツツジ，アサガオ， 

エンドウ，ヒマワリ，ホウセンカ，バラ 

単子葉類：イネ，ツユクサ，ユリ，トウモロコシ，スズメノカタビラ 

http://www.fdtext.com/dan/index.html
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika1
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika2
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika3
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shachi
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shareki
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shakou
http://www.fdtext.com/dan/index.html#suu1
http://www.fdtext.com/dan/index.html#suu2
http://www.fdtext.com/dan/index.html#suu3


 2 

※入試出題頻度：「双子葉類◎(子葉が 2 枚◎)：タンポポ◎，アブラナ◎，サクラ〇，ツツジ

〇」「単子葉類◎(子葉が 1 枚◎)：イネ◎，ツユクサ◎，ユリ◎，トウモロコシ〇，スズメノ

カタビラ〇」 

(頻度記号：◎(特に出題頻度が高い)，〇(出題頻度が高い)，△(ときどき出題される)) 

 

 

[問題](入試問題) 

 右図は，おもな種子植物の分類を示したものであ

る。図の A～D にあてはまる分類名として最も適当

なものを，次の[  ]からそれぞれ選べ。 

[ 被子植物 裸子植物 双子葉類 単子葉類 ] 

(島根県改) 

[解答欄] 

A B C D 

[解答]A 裸子植物 B 被子植物 C 単子葉類 D 双子葉類 

 

[問題] 

 次のうち，被子植物の単子葉類に分類される植物はどれか。1 つ選べ。 

[ アサガオ アブラナ ユリ マツ ] 

(大阪府) 

[解答欄] 

 

[解答]ユリ 

[解説] 

アサガオとアブラナは被子植物の双子葉類，ユリは被子植物の単子葉類，マツは裸子植物で

ある。 

 

[問題] 

 双子葉類に分類できる植物として適切なものを，次の[  ]からすべて選べ。 

[ イネ トウモロコシ タンポポ イヌワラビ ダイコン ] 

(長野県) 

[解答欄] 

 

[解答]タンポポ，ダイコン 
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[問題] 

 次の[  ]の植物の中で，①単子葉類，②双子葉類の植物をそれぞれすべて選べ。 

[ アブラナ トウモロコシ イチョウ ツユクサ アサガオ サクラ スギ ユリ 

 イネ タンポポ スズメノカタビラ エンドウ ] 

(補充問題) 

[解答欄] 

① 

② 

[解答]① トウモロコシ，ツユクサ，ユリ，イネ，スズメノカタビラ 

② アブラナ，アサガオ，サクラ，タンポポ，エンドウ 

[解説] 

イチョウ，スギは裸子植物である。 

 

 

[双子葉類と単子葉類：根] 

[問題] 

 双子葉類は単子葉類とは違い，中心に太い根と，そこから枝分かれした細い根をもつとい

う特徴がある。この枝分かれした細い根を何というか。 

(岡山県) 

[解答欄] 

 

[解答]側根 

[解説] 

双子葉類の根は主根
しゅこん

と側根
そっこん

よりなっている。 

これに対し，単子葉類の根はひげ根である。 

主根と側根を持つ双子葉類には，タンポポ，

アブラナ，サクラ，ツツジなどがあり，ひげ

根を持つ単子葉類には，イネ，ツユクサ，ユ

リ，トウモロコシ，スズメノカタビラなどが

ある。 

※入試出題頻度：「双子葉類は主根(図)と側根(図)◎」「単子葉類はひげ根(図)◎」 
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[問題] 

右の図は，2 種類の植物の根のようすを表し

ている。これについて，次の各問いに答えよ。 

(1) A の植物の根 a，b をそれぞれ何というか。 

(2) B の植物のような根を何というか。 

(補充問題) 

[解答欄] 

(1)a b (2) 

[解答](1) a 主根 b 側根 (2) ひげ根 

 

 

[問題] 

ホウセンカとトウモロコシの根のようすを観察した。ホウセンカでは，①太い根から細い

根が枝分かれしており，トウモロコシでは太い根はなく，②多数の細い根が広がっていた。

下線①，②の根をそれぞれ何というか。ことばで書け。 

(岐阜県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 主根 ② ひげ根 

 

 

[問題] 

 次の文中の①，②に適語を入れよ。 

 タマネギからはたくさんの細い根が出ていた。このような根を( ① )といい，この根の

特徴からタマネギは被子植物の( ② )類に分類される。 

(福島県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① ひげ根 ② 単子葉 
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[問題] 

 ツバキとアサガオは，双子葉類に分類される。次のア～エの中から，双子葉類に共通して

見られる特徴を 2 つ選び，記号で答えよ。 

ア 胚珠が子房の中にある。 

イ 根はひげ根からなる。 

ウ 胚珠がむき出しになっている。 

エ 根は主根と側根からなる。 

(静岡県) 

[解答欄] 

 

[解答]ア，エ 

[解説] 

種子植物－被子植物(胚珠が子房の中にある)－双子葉類(根は主根と側根) 

 

[問題] 

 次の[  ]の中で，根が主根と側根からなる植物はどれか。すべて書け。 

[ タンポポ ユリ トウモロコシ アブラナ ] 

(広島県) 

[解答欄] 

 

[解答]タンポポ，アブラナ 

[解説] 

根が主根と側根からなるのは双子葉類である。タンポポとアブラナは双子葉類，ユリとトウ

モロコシは単子葉類である。 

[問題] 

 オオカナダモのからだのつくりを観察したところ，ひげ根が見られた。次の植物のうち，

オオカナダモと同じ根のつくりをもつものはどれか，1 つ選べ。 

[ アサガオ アブラナ エンドウ トウモロコシ ] 

(秋田県) 

[解答欄] 

 

[解答]トウモロコシ 

[解説] 

「ひげ根が見られた」とあるのでオオカナダモは単子葉類である。アサガオ，アブラナ，エ

ンドウは双子葉類で，トウモロコシは単子葉類である。 
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[根と根毛のはたらき] 

[問題] 

 次の文章は，根のつくりとはたらきについて述べたものである。文章中の①～③に入る適

切な語句を書け。 

 タンポポの根は太い根の主根と細い根の( ① )からなり，根の先端近くには多くの

( ② )がある。(②)があることによって根の( ③ )が広くなるので，水と水に溶けている

養分を効率よく吸収することができる。 

(青森県) 

[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 側根 ② 根毛 ③ 表面積 

[解説] 

根のはたらきは，植物のからだを支えることと，水や養分
ようぶん

を

吸い上げることである。単子葉類
たんしようるい

の根はひげ根で，双子葉類
そうしようるい

の

根は主
しゅ

根
こん

と側
そっ

根
こん

でできているが，いずれの場合も根の先端
せんたん

近

くには，小さな毛のようなものが多く生えている。これを根
こん

毛
もう

という。根毛があることによって根の表
ひょう

面積
めんせき

が広くなり，水

や養分を効率
こうりつ

よく吸 収
きゅうしゅう

することができる。 

※入試出題頻度：「根毛〇」「根の表面積が広くなる→水や養

分を効率よく吸収〇」「根のはたらき：植物の体を支える△，水や養分を吸い上げる△」 

 

 

[双子葉類と単子葉類：葉脈] 

[問題] 

 ツユクサの葉脈は平行に通っている。このように，被子植物の中で，葉脈が平行に通って

いるなかまは何とよばれるか。その名称を書け。 

(静岡県) 

[解答欄] 

 

[解答]単子葉類 



 7 

[解説] 

右図のように，葉には筋
すじ

のようなつくりが見られるが，これを

葉脈
ようみゃく

という。タンポポ，アブラナ，サクラ，ツツジ，アサガオ， 

エンドウ，ヒマワリ，ホウセンカ，バラなどの双子葉類
そうしようるい

の葉脈

は網目状
あみめじょう

(網 状 脈
もうじょうみゃく

)になっている。イネ，ツユクサ，ユリ， 

トウモロコシ，スズメノカタビラなどの単子葉類
たんしようるい

の葉脈は平行

(平行脈
へいこうみゃく

)になっている。 

※「網状脈」「平行脈」の語句を使っていない教科書もある。 

※入試出題頻度：「双子葉類は網状脈(図)〇」「単子葉類は平行脈(図)〇」 

 

[問題] 

 イネの葉を観察すると，葉脈は平行に並んでいた。このような葉脈をもつ植物として適切

なものを，次の[  ]から 1 つ選べ。 

[ スズメノカタビラ カラスノエンドウ オオイヌノフグリ タンポポ ] 

(兵庫県) 

[解答欄] 

 

[解答]スズメノカタビラ 

[解説] 

葉脈が平行なのは単子葉類である。スズメノカタビラは単子葉類，カラスノエンドウとオオ

イヌノフグリとタンポポは双子葉類である。 

 

 

[問題] 

 右図はトウモロコシの葉の形をスケッチしたものである。 

トウモロコシの葉の特徴がわかるように，葉脈を図にかき入れよ。 

(長崎県) 

 

[解答欄] 

 

[解答]  
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[解説] 

トウモロコシは単子葉類なので，葉脈は平行になっている。 

 

 

[問題] 

 晴美さんは，熊本県の伝統野菜であるスイゼンジナの葉を観察した。右図は，

スイゼンジナの葉をスケッチしたものである。図の葉脈のようすから，スイゼ

ンジナは①(双子葉類／単子葉類)であることがわかる。スイゼンジナの葉脈と

同じ特徴をもつものは，②(ユリ／タンポポ)である。①，②の(  )の中からそ

れぞれ正しいものを 1 つずつ選べ。 

(熊本県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 双子葉類 ② タンポポ 

[解説] 

図からスイゼンジナの葉脈は網目状なので，スイゼンジナは双子葉類である。ユリは単子葉

類で，タンポポは双子葉類である。 

 

 

[問題] 

 右図はダイズの葉のようすを模式的に表したものである。ダイズについ

て述べた次の文中の①，②の(  )内から適切なものをそれぞれ選べ。 

 図に示すように，ダイズの葉は，葉脈が①(網目状／平行)になっている。

このような葉のつくりをもつダイズは②(単子葉類／双子葉類)に分類され

る。 

(大阪府) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 網目状 ② 双子葉類 
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[問題] 

 次のア～エの植物の中から，双子葉類に分類されるものを 1 つ選び，その記号を書け。 

 

 

 

 

 

(埼玉県) 

[解答欄] 

 

[解答]エ 

[解説] 

アとイの葉脈は平行になっているので単子葉類である。エの葉脈は網目状になっているので

双子葉類である。ウのイヌワラビはシダ植物である。 

 

[双子葉類と単子葉類：全般] 

[問題] 

 タマネギのようにひげ根をもつ植物のなかまについて説明した次の文の①，②の(  )内

からそれぞれ適語を選べ。 

 ひげ根をもつ植物のなかまは①(単子葉類／双子葉類)とよばれ，このなかまの葉脈は 

②(網目状／平行)に通っている。 

(大阪府) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 単子葉類 ② 平行 

[解説] 

双子葉類
そうしようるい

の子葉
し よ う

は 2枚，葉脈
ようみゃく

は網目状
あみめじょう

(網 状 脈
もうじょうみゃく

)で，

根は主根
しゅこん

と側根
そっこん

からなっている。 

単子葉類は，子葉が 1 枚，葉脈
ようみゃく

は平行(平行脈)で，

根はひげ根である。見た目が単純な方(1 枚，平行，

ひげ根)が単子葉類の特徴である。 

単子葉類：イネ，ツユクサ，ユリ，トウモロコシ，

スズメノカタビラ，タマネギ 

双子葉類：タンポポ，アブラナ，サクラ，ツツジ，

アサガオ，エンドウ，ヒマワリ，ホウセンカ，バラ 
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[問題] 

右の図は，トウモロコシの葉脈と根のようすをスケッチしたも

のの一部である。次の各問いに答えよ。 

(1) 葉脈や根のようすなどの特徴をもとに被子植物をなかま分け

するとき，トウモロコシは何類というなかまに入るか，漢字 4 字で書け。 

(2) (1)のなかまに入る植物として適当なものを，次の[  ]から 2 つ選べ。 

[ イネ ユリ タンポポ エンドウ ] 

(京都府) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 単子葉類 (2) イネ，ユリ 

[解説] 

図より，葉脈が平行に通り，ひげ根をもつことからトウモロコシは単子葉類であると判断で

きる。イネとユリは単子葉類で，タンポポとエンドウは双子葉類である。 

 

[問題] 

 タンポポの子葉の数，葉脈のようす，根のつき方の組み合わせとして最も適当なものは，

次のどれか。 
 

 子葉の数 葉脈のようす 根のつき方 

ア 1 枚 網目状 ひげ根 

イ 1 枚 平行 主根と側根 

ウ 2 枚 網目状 主根と側根 

エ 2 枚 平行 ひげ根 
 

(長崎県) 

[解答欄] 

 

[解答]ウ 

 

[問題] 

次の文はホウセンカについて説明したものである。①に適当な数字を入れよ。また，②，

③の(  )内から適語を選べ。 

ホウセンカは被子植物である。その特徴として子葉は( ① )枚で，葉脈は②(平行／網目

状)に通り，根は③(ひげ根／主根・側根)である。 

(沖縄県) 
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[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 2 ② 網目状 ③ 主根・側根 

[解説] 

ホウセンカは被子植物の双子葉類である。双子葉類の子葉は 2 枚で，葉脈は網目状で，根は

主根と側根でできている。 

 

[問題] 

右図は成長したインゲンマメを表している。次の各問いに答えよ。  

(1) インゲンマメの根のつくりを表した図として適切なものを，次の

ア，イから 1 つ選んで，その符号を書け。 

 

 

 

(2) インゲンマメと同じ根のつくりの植物として適切なものを，次の[  ]から 1 つ選べ。 

  [ イネ ユリ トウモロコシ アサガオ ] 

(兵庫県) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) ア (2) アサガオ 

[解説] 

(1) 問題の図より，インゲンマメの葉は網目状なので，インゲンマメは双子葉類と判断でき

る。双子葉類の根はアのように主根と側根よりなる(イのひげ根は単子葉類のものである)。 

(2) イネ，ユリ，トウモロコシは単子葉類である。アサガオは双子葉類でなので，アのよう

に主根と側根がある根になる。 

 

[問題] 

 右図は，単子葉類のつくりを模式的に表そうとしたものである。 

葉脈と根のようすはどのようになっているか，それぞれの特徴が 

わかるように，図の に実線でかき入れよ。 

(和歌山県) 

[解答欄] 
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[解答]  

[解説] 

単子葉類の葉脈は平行で，根はひげ根である。 

 

 

[離弁花類と合弁花類(補足)] 

[問題] 

ツツジの花は，花弁が 1 つにくっついている。花弁のようすがツツジと同じなかまとして

適切なものを，次からすべて選べ。 

 

 

 

 

 

(大分県) 

[解答欄] 

 

[解答]アサガオ，タンポポ 

[解説] 

双子葉類
そうしようるい

は，花弁
か べ ん

に注目すると，さらに 2 つに分類することがで

きる。アブラナのように，花弁が 1 枚ずつ分かれているものを離
り

弁
べん

花類
か る い

という。これに対し，ツツジのように，花弁が 1 枚につな

がっているものを合弁
ごうべん

花類
か る い

という。離弁花類と合弁花類の植物は

次の通りである。 

離弁花類：サクラ，アブラナ，エンドウ，バラ，ホウセンカ 

合弁花類：アサガオ，タンポポ，ツツジ 

※「離弁花類」「合弁花類」が削除された教科書もある。 

※入試出題頻度：「観点：花弁がくっついているか離れているか◎」 

「離弁花類〇：サクラ，アブラナ，エンドウ」「合弁花類〇：アサガオ，タンポポ，ツツジ」 
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[問題] 

アブラナは，花びらが 1 枚 1 枚はなれている。アブラナのように，花びらがはなれている

植物を，次の[  ]から 1 つ選べ。 

[ ツツジ エンドウ アサガオ キク ] 

(福岡県) 

[解答欄] 

 

[解答]エンドウ 

 

[問題] 

 右の図は，タンポポの 1 つの花を，双眼実体顕微鏡で拡大して観察し，ス

ケッチしたものである。タンポポの花のつくりについて正しく述べているも

のはどれか。次のア～エのうちから 1 つ選び，その記号を書け。 

ア 胚珠は子房の中にあり，花びらは合わさっている。 

イ 胚珠は子房の中にあり，花びらは分かれている。 

ウ 胚珠はむき出しであり，花びらは合わさっている。 

エ 胚珠はむき出しであり，花びらは分かれている。 

(岩手県) 

[解答欄] 

 

[解答]ア 

[解説] 

タンポポは，種子植物－被子植物－双子葉類－合弁花類と分類される。被子植物なので胚珠

は子房の中にある。また，合弁花類なので花びらは合わさっている。 

 

[問題] 

 タンポポは芽ばえの子葉が 2 枚であり，5 枚の花びら(花弁)が合わさって 1 つになってい

る。次のうち，タンポポのように，子葉が 2 枚あり，数枚の花びら(花弁)が合わさって 1 つ

になっている植物はどれか。適当なものを 1 つ選べ。 

[ トウモロコシ アブラナ ツユクサ アサガオ ] 

(愛媛県) 

[解答欄] 

 

[解答]アサガオ 
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【】種子植物の分類全般 

[問題] 

 種子植物をいろいろな特徴でなかま分けすると，次のように分けることができる。 

①タンポポ，②イチョウ，③ユリ は，それぞれ，ア～ウのどのなかまになるか。 

 

 

 

 

(群馬県改) 

[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① イ ② ウ ③ ア 

[解説] 

 

※入試出題頻度：この単元はよく出題される。 

 

 

[問題] 

 右図は，アサガオ，ツユクサ，マツについて，からだのつ

くりに関する A，B の問いかけに対し，「はい」または「いい

え」のうち，当てはまる側を選んでいった結果を示したもの

である。図の A，B に当てはまる適切な問いかけを，次のア

～エの中から 1 つずつ選び，記号で答えよ。 

ア 葉脈は網目状か。 

イ 葉・茎・根の区別があるか。 

ウ 種子をつくるか。 

エ 胚珠が子房に包まれているか。 

(静岡県) 
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[解答欄] 

A B 

[解答]A エ B ア 

 

 

[問題] 

 次の図は，種子植物であるアサガオ，アブラナ，イチョウ，ツユクサを体のつくりの特徴

をもとにして分類したものであり，a～d には，それらの植物のいずれかが入る。後の各問い

に答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

(1)図中の X に共通して当てはまる語を書け。 

(2)図中の b，c に入る植物は何か。それぞれ答えよ。 

(群馬県) 

[解答欄] 

(1) (2)b： c： 

[解答](1) 子房 (2)b：ツユクサ c：アブラナ 

[解説] 

「胚珠はむき出しで，X(胚珠)はない」のは裸子植物である。いって，a はイチョウである。 

「胚珠は X(胚珠)に包まれている」のは被子植物である。被子植物の中で，子葉が 1 枚であ

るのは単子葉類である。したがって，b はツユクサである。 

被子植物の中で，子葉が 2 枚であるのは双子葉類である。双子葉類は，花弁が分かれている

離弁花類(c)と，花弁がつながっている合弁花類(d)に分類できる。アブラナは離弁花類で，ア

サガオは合弁花類である。 
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[問題] 

 種子植物を分類したものとして最も適当なものを，次のア～エの中から 1 つ選び，記号を

書け。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(佐賀県) 

[解答欄] 

 

[解答]ア 

 

[問題] 

次の文中の①～④にあてはまることばや数字を書け。また，A，B のそれぞれにあてはま

る植物を，あとの[  ]からすべて選べ。 

被子植物は，根や茎のつくり，葉脈の通り方，子葉の数により，2 種類になかま分けをす

ることができる。ホウセンカは，葉脈が網目状に通り，子葉の数が( ① )枚の( ② )類で

ある。(②)類のなかまには( A )などがある。また，トウモロコシは葉脈が平行に通り，子

葉の数が( ③ )枚の( ④ )類である。(④)類のなかまには( B )などがある。 

[ イチョウ サクラ ユリ スギ タンポポ イネ ] 

(岐阜県) 

[解答欄] 

① ② ③ ④ 

A B 

[解答]① 2 ② 双子葉 ③ 1 ④ 単子葉 A サクラ，タンポポ B ユリ，イネ 

[解説] 

イチョウとスギは裸子植物，サクラとタンポポは被子植物の双子葉類，ユリとイネは被子植

物の単子葉類である。 
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【】種子をつくらない植物 

【】シダ植物 

[シダ植物のなかま] 

[問題] 

右図は，イヌワラビの葉，茎，根のようすをスケッチしたものである。

このように葉，茎，根の区別があり，胞子をつくってなかまをふやす植

物のなかまを，次の[  ]の中から 1 つ選べ。 

[ 被子植物 裸子植物 シダ植物 コケ植物 ] 

(広島県) 

[解答欄] 

 

[解答]シダ植物 

[解説] 

シダ植物とコケ植物は種子ではなく胞子
ほ う し

でふえる。シダ植物には

葉・茎・根の区別がある(コケ植物は葉，茎，根の区別はない)。 

シダ植物には，イヌワラビ，ゼンマイ，スギナ，ノキシノブ，ヘゴ

などがある。 

※入試出題頻度：「シダ植物〇」「イヌワラビ〇」「スギナ〇」 

「ゼンマイ〇」「ノキシノブ△」「ヘゴ△」 

 

 

[問題] 

 次の[  ]の植物のうち，シダ植物であるものをすべて選べ。 

[ イヌワラビ スギ ゼンマイ スギナ ソテツ ] 

(鳥取県) 

[解答欄] 

 

[解答]イヌワラビ，ゼンマイ，スギナ 

 

 

[問題] 

葉，茎，根の区別があり，種子をつくらない植物について，次の各問いに答えよ。 

(1) この植物のなかまを何というか。 

(2) この植物のなかまに分類されるものを，次の[  ]の中から 2 つ選べ。 

[ スギ スギナ スギゴケ ゼンマイ アブラナ ツユクサ ] 

(青森県) 
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[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) シダ植物 (2) スギナ，ゼンマイ 

 

[シダ植物の葉・茎・根] 

[問題] 

右図は，採集したイヌワラビのからだの全体を描いたものである。 

この植物の葉・茎・根について正しく説明しているのはどれか。 

ア a，b は根，c は茎，d は葉 

イ a は根，b は茎，c，d は葉 

ウ a は根，b，c は茎，d は葉 

エ 葉・茎・根の区別がない 

(大分県) 

[解答欄] 

 

[解答]イ 

[解説] 

シダ植物は，葉
は

・茎
くき

・根
ね

の区別があり，水を吸い上げる

機能がある。問題の図の c，d の部分が葉である(c は葉

の柄
え

で，茎ではない)。b が茎の部分で，ふつう土の中に

ある(地下
ち か

茎
けい

)。a の部分が根で，からだを支え，水などを

吸い上げるはたらきをする。 

※入試出題頻度：「根・茎・葉は図のどの部分か◎」 

 

 

[問題] 

次の各問いに答えよ。 

(1) 右図はイヌワラビのスケッチである。茎の部分はどこか， 

  図のア～エから 1 つ選んで，記号を書け。 

(2) イヌワラビは胞子でふえる。胞子でふえる植物を次の 

  [  ]から 1 つ選べ。 

[ ゼニゴケ ミカヅキモ マツ スズメノカタビラ ] 

(秋田県) 

[解答欄] 

(1) (2) 
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[解答](1) ウ (2) ゼニゴケ 

[解説] 

(2) イヌワラビなどのシダ植物とゼニゴケなどのコケ植物は胞子でふえる。ミカヅキモなど

の単細胞生物は分裂でふえる。マツやスズメノカタビラは種子植物で，種子でふえる。 

 

[問題] 

右の図は，シダ植物のからだのつくりを観察したものである。 

図の①～③にあてはまる，からだのつくりの名称を書け。 

(補充問題) 

 

[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 葉 ② 茎(地下茎) ③ 根 

 

 

[胞子・胞子のう] 

[問題] 

イヌワラビの葉の裏についているものをとり，顕微鏡で観察したら， 

右図のような袋状のものが見られた。これは何か。名称を書け。 

(熊本県) 

[解答欄] 

 

[解答]胞子のう 

[解説] 

シダ植物は胞子
ほ う し

でふえ，種子植物とちがって花は咲か

ない。葉の裏の胞子のうで胞子がつくられる(種子はつ

くらない)。胞子は，しめった場所でないと発芽
は つ が

しない

ので，シダ植物は，一般的に日かげやしめったところ

に生育する。 

※入試出題頻度：「葉の裏〇」「胞子のう◎」「胞子◎」 
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[問題] 

 イヌワラビの葉の裏側には，図 1 のような茶色いも

のが多数ついていた。顕微鏡を使って，その茶色いも

の 1 つをくわしく観察したところ，図 2 のようなもの

であることがわかった。それについて調べたところ，

図2は( ① )とよばれるものであり，イヌワラビは，

タンポポとは異なり( ② )によってふえる植物であることがわかった。 

(千葉県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 胞子のう ② 胞子 

 

[問題] 

 シダ植物の子孫の残し方と，被子植物や裸子植物の子孫の残し方の違いをまとめた次の文

の①，②に適する語句を入れ，文を完成せよ。 

 シダ植物は，葉の裏にできた( ① )が発芽し成長して，子孫を残す。一方，被子植物や

裸子植物は，花がついた後にできた( ② )が発芽し成長して，子孫を残す。 

(長崎県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 胞子 ② 種子 

 

[問題] 

右図は，イヌワラビのスケッチである。イヌワラビについて，ふえ方と，

葉・茎・根の区別があるかないかについて，正しく述べたものを次のア～エ

から 1 つ選べ。 

ア 胞子でふえ，葉・茎・根の区別がある。 

イ 種子でふえ，葉・茎・根の区別がある。 

ウ 胞子でふえ，葉・茎・根の区別がない。 

エ 種子でふえ，葉・茎・根の区別がない。 

(東京都改) 

[解答欄] 

 

[解答]ア 
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[問題] 

胞子について説明した文として正しいものを，次のア～エの中から 1 つ選んで，その記号

を書け。 

ア めしべの柱頭につくと花粉管が伸びる。 

イ 受粉するとやがて果実になる。 

ウ りん片がついている。 

エ しめりけのあるところに落ちると発芽する。 

(茨城県) 

[解答欄] 

 

[解答]エ 

 

 

[問題] 

明さんは，シダ植物の特徴を調べるために，イヌワラビの観察を

行った。次は，観察中の明さんと先生の会話の一部であり，図は先

生が説明に用いたイヌワラビの図である。 

先生：図の各部分は，①葉・茎・根のどれにあたるか確認できまし

たね。それでは，イヌワラビの特徴を調べるために，葉の裏

を観察してみましょう。 

明 ：先生，袋のようなものがいくつもあります。これは何ですか。 

先生：袋のようなものは，胞子のうといいます。イヌワラビは，その胞子のうの中の②胞子

でふえる植物です。では，胞子のうを白熱電球であたためて③乾燥させてみましょう。 

(1) 下線部①のそれぞれにあてはまるものを，図のア～エからすべて選び記号で答えよ。 

(2) 下線部②にあてはまる植物を，次の[  ]から 2 つ選べ。 

[ ゼニゴケ アブラナ ゼンマイ マツ ] 

(3) 下線部③の操作によって胞子のうに変化が生じた。どのような変化が生じたかを，「胞子

のうが」という書き出しで，簡潔に書け。 

(福岡県) 

[解答欄] 

(1)根： 茎： 葉： 

(2) (3) 

[解答](1)根：エ 茎：ウ 葉：ア，イ (2) ゼニゴケ，ゼンマイ (3) 胞子のうがはじけた。 
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【】コケ植物 

[種類・雄株と雌株・胞子] 

[問題] 

 次の文章中の①，②に適語を入れよ。 

 コケ植物は( ① )(右図の A)のなかまとコスギゴ

ケ(スギゴケ)(右図のB)のなかまの2つに大きく分けら

れる。それぞれ，雄株と雌株の違いがあり，( ② )

でなかまをふやす。(②)は，雌株の中にできる(②)のう

の中でつくられる。(②)でふえるコケ植物はシダ植物

と同様に，花は咲かない。 

(補充問題) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① ゼニゴケ ② 胞子 

[解説] 

コケ植物はゼニゴケのなかまとコスギゴケ(ス

ギゴケ)のなかまの 2 つに大きく分けられる。 

それぞれ，雄
お

株
かぶ

と雌
め

株
かぶ

の違いがあり，胞子
ほ う し

でな

かまをふやす。胞子は，雌株の中にできる胞子

のうの中でつくられる。胞子でふえるコケ植物

はシダ植物と同様に，花は咲かない。 

※入試出題頻度：「ゼニゴケ〇」「コスギゴケ〇」「雌株(雄株)はどちらか〇」「胞子〇」 

 

 

[問題] 

 右図の植物について，次の各問いに答えよ。 

(1) 右図の 2 つの植物をまとめて何植物というか。 

(2) 右図の 2 つの植物は，種子ではなく何でふえ

るか。その名称を書け。 

(3) 図の a～d の中で雌株はどれか。2 つ選べ。 

(福島県改) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) コケ植物 (2) 胞子 (3) a，d 
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[問題] 

ゼニゴケでは，子孫をふやすための胞子をつくることが観察された。

右図のア～エで示した場所のうち，ゼニゴケが胞子をつくるのはどこ

か。 

(香川県) 

[解答欄] 

 

[解答]ア 

 

 

[問題] 

 右図は，コケ植物のなかまであるスギゴケを模式的に示した 

ものである。胞子のうはスギゴケの体のどの部分か，最も適当 

なものを，A～D から選べ。 

(北海道) 

[解答欄] 

 

[解答]C 

 

 

[問題] 

次の図の A，B はコケ植物のなかまである。それぞれの名前を答えよ。 

 

 

 

 

 

 

(補充問題) 

[解答欄] 

A B 

[解答]A ゼニゴケ B スギゴケ(コスギゴケ) 
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[仮根] 

[問題] 

 右図で根のように見える X は，からだを土や岩に固定するはたらきを 

しているだけで，水を吸い上げる機能はない。X の部分を何というか。 

(補充問題) 

[解答欄] 

 

[解答]仮根 

[解説] 

コケ植物(ゼニゴケ，コスギゴケ)の根のように見える部分を

仮根
か こ ん

という。仮根はからだを土や岩に固定するはたらきをして

いるだけで，水を吸い上げる機能はない。 

※入試出題頻度：「仮根◎」「からだを土や岩に固定する〇」 

 

 

 

[問題] 

右図の X は，主にどのようなはたらきをするか。20 字以内で書け。 

(福島県) 

[解答欄] 

 

[解答]からだを土や岩に固定するはたらき。 

 

 

[水の吸収] 

[問題] 

 コケ植物について，次の文中の①の(  )内から適語を選べ。また，②に適語を入れよ。 

 コケ植物の体には，葉・茎・根の区別が①(ある／ない)ため，水や養分はからだの( ② )

全体から吸収する。このため，コケ植物は乾燥に弱く日かげのしめった場所を好むものが多

い。 

(徳島県改) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① ない ② 表面 
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[解説] 

コケ植物は，葉・茎・根の区別がないため，水や肥料分
ひりょうぶん

は

からだの表面全体から吸 収
きゅうしゅう

する。このため，コケ植物は

乾燥
かんそう

に弱く日かげのしめった場所を好むものが多い。ただ

し，エゾスナゴケのように，乾燥に強く日当たりの良い場

所に生える種類もある。 

※入試出題頻度：「根・茎・葉の区別がない〇」「からだの表面全体から吸水〇」 

「日かげのしめった場所〇」 

 

 

[問題] 

 次の文章は，土がない岩でもゼニコケが生活することのできる理由について，水の吸収に

かかわるからだのつくりに着目してまとめたものである。このことについて，①，②に当て

はまる語句をそれぞれ書け。 

 イヌワラビと異なり，ゼニゴケは( ① )の区別がなく，水を( ② )から吸収する。その

ため，土がなくても生活することができる。 

(栃木県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 葉・茎・根 ② からだの表面全体 

 

 

[問題] 

右図は，コケ植物のスギゴケを示したものである。スギゴケは，水分は 

どこから吸収することができるか。最も適当なものを次から選べ。 

ア a だけから吸収することができる。 

イ c だけから吸収することができる。 

ウ a，c だけから吸収することができる。 

エ a，b，c のすべてから吸収することができる。 

(鹿児島県) 

[解答欄] 

 

[解答]エ 
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[問題] 

 A さんは校庭のある場所でスギゴケを採集した。校庭のどこか。次のア～ウから適切なも

のを選んで，その符号を書け。 

ア 運動場周辺の日あたりのよい乾燥した場所 

イ 校門付近の人通りの多い乾燥した場所 

ウ 校舎の日かげのしめった場所 

(兵庫県) 

[解答欄] 

 

[解答]ウ 

 

 

[コケ植物全般] 

[問題] 

ゼニゴケについて，次のア～エのうち，最も適当なものを 1 つ選びその記号を書け。 

ア 体に葉・茎・根の区別がある。 

イ 必要な水分などを体の表面全体から吸収する。 

ウ 葉緑体を持たず，光合成を行わない。 

エ ひげ根を使って体を地面に固定している。 

(愛媛県) 

[解答欄] 

 

[解答]イ 

[解説] 

アは誤り。ゼニゴケなどのコケ植物には葉・茎・根の区別はない。 

イは正しい。 

ウは誤り。コケ植物は葉緑体をもち，光合成を行う。 

エは誤り。ゼニゴケなどのコケ植物は仮根でからだを地面や岩に固定する。ひげ根などはな

い。 
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[問題] 

次のア～エのうち，ゼニゴケの特徴を述べたものとして，最も適当なものを 1 つ選んで，

その記号を書け。 

ア 雄株に胞子のうができ，胞子でふえる。 

イ 葉緑体をもっておらず，光合成をおこなわない。 

ウ からだを地面や岩に固定するための仮根を持っている。 

エ 花弁がたがいにくっついた合弁花をつける。 

(香川県) 

[解答欄] 

 

[解答]ウ 

[解説] 

アは誤り。胞子のうは雌株にできる。 

イは誤り。コケ植物は葉緑体をもち，光合成を行う。 

ウは正しい。 

エは誤り。コケ植物は花は咲かない。 

 

 

[問題] 

スギゴケやゼニゴケにあてはまるものを，次のア～オからすべて選び，記号で答えよ。 

ア 葉・茎・根の区別がある。 

イ 雄株と雌株がある。 

ウ 乾燥に強く，日なたを好む。 

エ 花がさく。 

オ 日光を受けて光合成をする。 

(富山県) 

[解答欄] 

 

[解答]イ，オ 
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【】シダ植物とコケ植物 

[ともに胞子でふえる] 

[問題] 

 次の文は，子孫をふやす方法について述べようとしたものである。文中の(  )内にあて

はまる最も適当な言葉を書け。 

 植物には，サクラ，トウモロコシ，イチョウなどのように種子をつくって子孫をふやすも

のと，イヌワラビやゼニゴケなどのように種子をつくらず(  )をつくって子孫をふやすも

のがある。 

(香川県) 

[解答欄] 

 

[解答]胞子 

[解説] 

 

[問題] 

 胞子をつくって子孫をふやす植物を，[  ]の中からすべて選べ。 

[ アブラナ イチョウ マツ ゼニゴケ サクラ スギナ ] 

(北海道) 

[解答欄] 

 

[解答]ゼニゴケ，スギナ 

[解説] 

ゼニゴケ(コケ植物)とスギナ(シダ植物)は胞子でふえる。アブラナとサクラ(種子植物の中の

被子植物)，イチョウとマツ(種子植物の中の裸子植物)は種子でふえる。 

 シダ植物(イヌワラビ，ゼンマイ) コケ植物(ゼニゴケ，スギゴケ) 

ふえかた 胞子 胞子 

葉茎根 葉・茎・根の区別がある。 葉・茎・根の区別はない。 

水はからだの表面全体から取り入れる。 
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[葉・茎・根の区別] 

[問題] 

 次の文は，イヌワラビとゼニゴケのからだのつくりについて述べようとしたものである。

文中の①，②の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 

 イヌワラビには，葉・茎・根の区別が①(あり／なく)，ゼニゴケには，葉・茎・根の区別

が②(ある／ない)。 

(香川県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① あり ② ない 

 

 

[問題] 

 ゼニゴケについて述べた，次の文の①，②に当てはまる適当なことばを書け。 

 ゼニゴケはコケ植物であり，( ① )植物と比較すると，種子をつくらない点は同じだが， 

( ② )の区別がない点で異なっている。 

(岡山県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① シダ ② 葉・茎・根 

 

 

[問題] 

次は，種子植物以外の植物の特徴について調べてまとめたものである。①にあてはまる語

を書け。また，②にあてはまる言葉を書け。 

シダ植物とコケ植物はどちらも( ① )をつくることでふえる。シダ植物とコケ植物につ

いて葉・茎・根の区別があるかないかを調べたところ，(   ②   )ことがわかった。 

(山形県改) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 胞子 ② シダ植物にはあるが，コケ植物にはない 
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[問題] 

 シダ植物とコケ植物について述べた文として，最も適当なものを，次のア～エから 1 つ選

び，その符号を書け。 

ア シダ植物は，種子をつくる。 

イ シダ植物には，維管束がある。 

ウ コケ植物は，光合成をしない。 

エ コケ植物には，根・茎・葉の区別がある。 

(新潟県) 

[解答欄] 

 

[解答]イ 

 

 

[その他・全般] 

[問題] 

 次の図は，種子をつくらない植物を，それぞれの特徴によって分類し，まとめたものであ

る。図の①，②のそれぞれに適切な言葉を補い，図を完成せよ。 

 

 

 

 

(静岡県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① コケ ② シダ 

 

[問題] 

種子をつくらない植物について，次の各問いに答えよ。 

(1) 種子をつくらない植物として適当なものを，次の[  ]の中から 2 つ選べ。 

[ イネ イヌワラビ マツ アサガオ ゼニゴケ ] 

(2) 種子をつくらない植物に共通する特徴として最も適当なものを，次のア～ウの中から 

1 つ選び，記号を書け。 

ア 葉・茎・根の区別がある。 

イ 胞子でふえる。 

ウ からだの表面全体から水分を吸収する。 
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(佐賀県) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) イヌワラビ，ゼニゴケ (2) イ 

[解説] 

イネ，マツ，アサガオは種子植物で種子によってふえる。イヌワラビなどのシダ植物とゼニ

ゴケなどのコケ植物は胞子でふえる。 

シダ植物には葉・茎・根の区別があるが，コケ植物には葉・茎・根の区別はなく，からだの

表面全体から水を取り入れる。 

 

[問題] 

 次の a～d は，植物の特徴を示したものである。コケ植物とシダ植物に共通した特徴とし

て最も適当なものを，下のア～クの中から 1 つ選び，記号を書け。 

a 維管束がある。 

b 根，茎，葉の区別がある。 

c 胞子で増える。 

d 雄株と雌株の区別がある。 

ア a のみ  イ b のみ  ウ c のみ  エ d のみ 

オ a と b   カ a と c  キ b と c  ク b と d 

(佐賀県) 

[解答欄] 

 

[解答]ウ 

 

[問題] 

シダ植物とコケ植物について，次の各問いに答えよ。 

(1) 右の図は，イヌワラビの葉の裏側に見られるつくりを表したものである。

このつくりを何というか。 

(2) シダ植物とコケ植物の特徴を比べたとき，シダ植物だけにみられるもの

と，コケ植物だけにみられるものを，次のア～エの中から 1 つずつ選び，

その記号を書け。 

ア 光合成を行う。 

イ からだの表面全体で水分を吸収する。 

ウ 種子をつくる。 

エ 葉・茎・根の区別がある。 
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(青森県) 

[解答欄] 

(1) (2)シダ植物： コケ植物： 

[解答](1) 胞子のう (2)シダ植物：エ コケ植物：イ 

 

 

[問題] 

まさみさんは，スギゴケとイヌワラビを観察し，それぞれ図 1 と図 2 のようにまとめた。

このことについて，後の各問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

(1) スギゴケとイヌワラビのうち，スギゴケだけにあてはまる特徴はどれか，最も適当なも

のを次のア～エから 1 つ選び，その記号を書け。 

ア 雄株と雌株に分かれている。 

イ 葉・茎・根の区別がある。 

ウ 光合成を行う。 

エ 種子をつくる。 

(2) 図 1 に示した A と図 2 に示した B は，同じ名称でよばれている。これらの部分を何とい

うか，その名称を書け。 

(3) スギゴケとイヌワラビは，水や養分を体のどこからとり入れているか，それぞれの植物

について，簡単に書け。 

(三重県) 

[解答欄] 

(1) (2) (3)スギゴケ： 

イヌワラビ： 

[解答](1) ア (2) 胞子のう (3)スギゴケ：からだの表面全体から取り入れている。 

イヌワラビ：根から取り入れている。 

[解説] 

(1)ア：コケ植物(スギゴケやゼニゴケ)には雄株と雌株があるが，シダ植物(イヌワラビなど)

には雄株と雌株の区別はない。 
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イ：シダ植物には葉・茎・根の区別があるが，コケ植物には葉・茎・根の区別はない。 

ウ：シダ植物，コケ植物ともに光合成を行う。 

エ；シダ植物，コケ植物ともに種子ではなく，胞子でふえる。 

(2) A，B はともに胞子のうで，胞子がつくられる。 

(3) シダ植物には葉・茎・根の区別があり，根で吸収した水は全身へ送られる。コケ植物に

は葉・茎・根の区別がなく，水はからだの表面全体から取り入れる。 

 

 

[問題] 

 学校周辺でスギゴケとイヌワラビを観察して，スケッチし

た。図 1 はスギゴケの，図 2 はイヌワラビのスケッチである。

次に，それぞれの特徴について調べた。 

(調べ学習) 

・スギゴケには，図 1 の a がある雌株と，a がない雄株の 2

種類の株がある。 

・イヌワラビには葉・茎・根の区別があるが，スギゴケには

その区別がない。図 1 の b は( ① )といい，( ② )とい

う役割がある。 

(1) 図 1 の a の名称を書け。 

(2) 下線部について，図 2 の c～g を区別したものとして最も適切なものを，次のア～エの中

から 1 つ選び，その記号を書け。 

ア c は葉，d・e は茎，f・g は根である。 

イ c は葉，d・e・f は茎，g は根である。 

ウ c・d は葉，e・f は茎，g は根である。 

エ c・d・e は葉，f は茎，g は根である。 

(3) ①に入る適切な語と，②に入る適切な内容を書け。 

(青森県) 

[解答欄] 

(1) (2) (3)① 

② 

[解答](1) 胞子のう (2) エ (3)① 仮根 ② からだを土や岩に固定する 
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[問題] 

イヌワラビの葉の裏に付いていた茶色い「粒状のもの」を，図 1 のようにスライドガラス

の上にいくつかのせ，その中から 1 つを選び，顕微鏡を使って 40 倍の倍率で観察した。次

に，倍率を 100 倍にして「粒状のもの」を観察したところ，その中に「小さな粒子」が多数

入っていることがわかった。図 2 は，「粒状のもの」と「小さな粒子」をスケッチしたもの

である。次に，ゼニゴケのからだのつくりを観察したところ，「毛のようなもの」が多数生え

ていた。また，「細い柄のようなもの」がのび，その先端は開いた傘のようになっていた。「傘

のようなもの」の形には 2 つの種類があることもわかった。図 3 は，この様子をスケッチし

たものである。 

 

 

 

 

 

 

(1) 図 2 の「粒状のもの」の中に入っている「小さな粒子」のことを何というか。その名称

を書け。 

(2) 図 3 の「毛のようなもの」のおもなはたらきについて簡潔に書け。 

(3) ゼニゴケには，図 2 の「粒状のもの」および「小さな粒子」

と同じようなものが，からだの「ある部分」の裏側にできる。

その「ある部分」とはどこか。右の図を塗りつぶして表せ。 

(埼玉県) 

[解答欄] 

(1) (2) 

(3) 

  

[解答](1) 胞子 (2) からだを土や岩に固定するはたらき。 (3)  

[解説] 

(1) イヌワラビの葉の裏に付いていた茶色い「粒状のもの」は胞子のうである。胞子のうの

中にはいっている「小さな粒子」とは胞子である。 
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(2) 種子植物やシダ植物は葉・茎・根の区別があり，水は根から吸収して全身に送る。これ

に対し，ゼニゴケなどのコケ植物は葉・茎・根の区別がない。根のように見える「毛のよう

なもの」は仮根で，からだを土や岩に固定するはたらきを

しているのみで，水を吸い上げる機能はない。 

(3) ゼニゴケなどのコケ植物には雄株と雌株があり，雌株

の中の胞子のうで胞子が作られる。ゼニゴケやスギゴケの

雌株は右図の通りである。 

 

 

[問題] 

 植物の体のつくりに興味を持った太郎さんは，理科の授業で，シダ植

物とコケ植物の特徴をまとめることにした。まず，図 1 のような，シダ

植物やコケ植物の特徴を書いたカードを用意した。次に，図 2 のように，

黒板に円を 2 つかき，シダ植物だけに当てはまるカードを A の場所に，

コケ植物だけに当てはまるカードを C の場所に，シダ植物とコケ植物の

両方に当てはまるカードを B の場所に，それぞれ貼り付けた。次

に，理科室で育てているコケ植物のスギゴケをルーペで観察しよ

うとしたところ，図 3 の X の部分が，P のように，乾燥して縮れ

ていた。そこで，太郎さんは，コケ植物の，水の吸収と移動に関

する特徴について学んだことを生かし，図 3 の X の部分を，Q の

ように，水を含んだ状態にもどしてから観察した。 

(1) 図 1 のⅠとⅡのカードは，それぞれ図 2 の A～C のどの場所に貼

り付ければよいか。A～C から 1 つずつ選び，その記号を書け。 

(2) 次の文の①，②の(  )の中から，それぞれ適当なものを 1 つず

つ選べ。 

 コケ植物の体には，葉・茎・根の区別が①(ある／ない)。また，

図 3 の X の部分を，P から Q の状態にするためには，②(X／Y)

の部分を水で湿らせるとよい。 

(愛媛県) 

[解答欄] 

(1)Ⅰ： Ⅱ： (2)① ② 

[解答](1)Ⅰ：B Ⅱ：A (2)① ない ② X 
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【】植物全体の分類 

[問題] 

次の図は植物のなかま分けを表したものである。図の A～E のうち，ホウセンカとイヌワ

ラビに当てはまるものを，それぞれ 1 つ選んで，その記号を書け。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(茨城県) 

[解答欄] 

ホウセンカ： イヌワラビ： 

[解答]ホウセンカ：A イヌワラビ：D 

[解説] 

図の A は双子葉類，B は単子葉類，C は裸子植物，D はシダ植物，E はコケ植物である。 

ホウセンカは被子植物の双子葉類(A)で，イヌワラビはシダ植物(D)である。 

 

※入試出題頻度：この単元はよく出題される。 
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[問題] 

 7 つの植物を，2 つの異なる観点で分類すると，右図のよ

うになった。観点 I，観点Ⅱとして最も適当なのは，ア～オ

のうちではどれか。それぞれ 1 つ答えよ。 

ア 子房があるものとないもの 

イ 光合成を行うものと行わないもの 

ウ 体全体で水を吸収するものとしないもの 

エ 子葉が 1 枚のものと 2 枚のもの 

オ 胚珠があるものとないもの 

(岡山県) 

[解答欄] 

観点Ⅰ： 観点Ⅱ： 

[解答]観点Ⅰ：オ 観点Ⅱ：ウ 

[解説] 

観点Ⅰ：サクラ・ユリ・タンポポは種子植物の中の被子植物で胚珠が子房に包まれている。

イチョウは種子植物の中の裸子植物で胚珠がむき出しになっている。胚珠はやがて種子にな

る。これに対し，胞子でふえるコケ植物(ゼニゴケ)やシダ植物(スギナ，ゼンマイ)には胚珠は

ない。 

観点Ⅱ：コケ植物(ゼニゴケ)には葉・茎・根の区別はなく体全体で水を吸収する。種子植物

とシダ植物には葉・茎・根の区別があり，水は根から吸収する。 

 

 

[問題] 

 K さんは，正月飾りにウラジロやイネといった植物が

使われていることに興味をもち，植物の体のつくりにお

ける共通点や相違点を調べ，右図のように分類した。次

の各問いに答えよ。 

(1) A，B にあてはまる基準を，次のア～エからそれぞれ

1 つずつ選び，記号で答えよ。 

ア 種子をつくる。 イ 胞子をつくる。 

ウ 葉・茎・根の区別がある。 エ 子房の中に胚珠がある。 

(2) K さんは，種子植物であるイネについてさらに調べを進め，イネが単子葉類に分類され

ることを知った。次の文が，イネの体のつくりを説明したものとなるように，文中の①，

②の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 

   葉脈が①(網状脈／平行脈)で，②(主根と側根／ひげ根)をもつ。 

(山口県) 
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[解答欄] 

(1)A B (2)① ② 

[解答](1)A ウ B イ (2)① 平行脈 ② ひげ根 

[解説] 

(1)A：ア～エのうちシダ植物と種子植物に共通するのは，ウの「葉・茎・根の区別がある」

で，シダ植物も種子植物も葉・茎・根の区別がある。コケ植物は葉・茎・根の区別がない。 

B：シダ植物と種子植物を分けるのはアかイである。シダ植物が「はい」になっているので，

B の基準はイの「胞子をつくる」であると判断できる。 

 

[問題] 

 太郎さんは，6 種類の植物について，次の図のように 4 つの基準で A～E に分類した。 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 図の基準 1～4 は，次のア～カのどれかである。基準 1，基準 3 にあてはまるものはどれ

か。ア～カからそれぞれ 1 つずつ選び，記号で答えよ。 

ア 子房がある  イ 根はひげ根である  ウ 種子でふえる 

エ 子葉が 2 枚である  オ 花弁が分かれている  カ 胞子でふえる 

(2) タンポポは A～E のどれに分類されるか。1 つ選び，記号で答えよ。 

(3) A に分類したイヌワラビとゼニゴケでは，水分を吸収するしくみが異なる。ゼニゴケは，

必要な水分をどのように吸収するか，「ゼニゴケは」に続けて簡単に書け。 

(富山県) 

[解答欄] 

(1)基準 1： 基準 3： (2) 

(3) 

[解答](1)基準 1：ウ 基準 3：エ (2) D (3) ゼニゴケは必要な水分をからだの表面全体か

ら直接吸収する。 

[解説] 

(1) 基準 1 はウの「種子でふえる」，基準 2 はアの「子房がある」，基準 3 はエの「子葉が 2

枚である」，基準 4 はオの「花弁が分かれている」である。 
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[問題] 

 右図は，ゼニゴケ，タンポポ，スギナ，イチョウ，イネ

の 5 種類の植物を，「種子をつくる」，「葉・茎・根の区別

がある」，「子葉が 2 枚ある」，「子房がある」の特徴に注目

して，あてはまるものには○，あてはまらないものには×

をつけ，分類したものである。これらの植物を分類したそ

れぞれの特徴は，図の①～④のいずれかにあてはまる。 

(1) 図の②，④の特徴として適切なものを，次のア～エからそれぞれ 1 つ選んで，その符号

を書け。 

ア 種子をつくる 

イ 葉・茎・根の区別がある 

ウ 子葉が 2 枚ある 

エ 子房がある 

(2) 図の A～C の植物として適切なものを，次の[  ]からそれぞれ 1 つ選べ。 

 [ タンポポ イチョウ イネ ] 

(兵庫県) 

[解答欄] 

(1)② ④ (2)A B 

C 

[解答](1)② エ ④ ウ (2)A タンポポ B イネ C イチョウ 

[解説] 

①は「ア：種子をつくる」である。②は「エ：子房がある」で，A と B は子房がある被子植

物で，C は子房がない裸子植物(イチョウなど)である。③は「イ：葉・茎・根の区別がある」

である。④は「ウ：子葉が 2 枚ある」で，子葉が 2 枚である A は双子葉類(タンポポなど)，

子葉が 1 枚である B は単子葉類(イネなど)である。 
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[問題] 

 図のように，ゼニゴケ，イヌワラビ，イチョウ，ツユクサ，アブラナを，それぞれの特徴

をもとに a～d に分類した。後の各問いに答えよ。 

 

 

 

(1) 図中の a と b は，どのような体のつくりの特徴をもとに分類したか。「～があるかないか」

という形で答えよ。 

(2) 図中の c と d は，子孫のふやし方をもとに分類した。 

① c と d の子孫のふやし方をそれぞれ，「～でふえる」という形で答えよ。 

② d に分類できる植物を，次のア～エからすべて選べ。 

    ア スギナ  イ スギゴケ  ウ アサガオ  エ ソテツ 

(3) 図中のツユクサとアブラナを比較したとき，アブラナのみに見られる特徴を，次のア～

エから選べ。 

ア 主根と側根がある。  イ 葉脈が平行に並ぶ。 

ウ 子葉が 1 枚である。  エ 子房がある。 

(群馬県) 

[解答欄] 

(1) (2)①c 

d ② (3) 

[解答](1) 葉・茎・根の区別があるかないか (2)①c 胞子でふえる d 種子でふえる 

② ウ，エ (3) ア 

[解説] 

(1) a のゼニゴケ(コケ植物)は葉・茎・根の区別がない。b のイヌワラビ(シダ植物)，イチョウ

(種子植物の中の裸子植物)，ツユクサとアブラナ(種子植物の被子植物)は，葉・茎・根の区別

がある。 

(2)① c のゼニゴケ(コケ植物)とイヌワラビ(シダ植物)は胞子でふえる。d はすべて種子植物

で種子でふえる。 

② d は種子植物のなかまである。アサガオとソテツが種子植物である。スギナはシダ植物，

スギゴケはコケ植物である。 

(3) ツユクサとアブラナはともに被子植物なので，ともに子房がある。ツユクサは単子葉類

(ひげ根，葉脈は平行，子葉は 1 枚)で，アブラナは双子葉類(主根と側根，葉脈は網目状，子

葉は 2 枚)である。 
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[問題] 

 陸上に生息する 4 種類の植物 A～D の特徴を，次の 3 つの観点で表にまとめた。なお，植

物 A～D は，スギゴケ，イヌワラビ，マツ，アサガオのいずれかである。後の各問いに答え

よ。 
 

 葉・茎・根の

区別 

子房の有無 ふえ方 

植物 A   有   有  種子 

植物 B   有   無  胞子 

植物 C   無   無  胞子 

植物 D   有   無  種子 

 

(1) 植物 A～D のうち，マツはどれか。その記号を書け。 

(2) 植物 A，B，D の水分の吸収のしかたと，植物 C の水分の吸収のしかたにはちがいがあ

る。そのちがいがわかるように，それぞれ簡潔に書け。 

(3) 「子房の有無」と結果が同じになる観点はどれか。最も適当なものを，次のア～エから

1 つ選んで，その記号を書け。 

ア 花の有無 

イ 葉・茎・根の区別の有無 

ウ ひげ根の有無 

エ 果実の有無 

(福井県) 

[解答欄] 

(1) (2) 

(3) 

[解答](1) D (2)A，B，D は根から吸収する。C は，からだの表面全体から吸収する。 

(3) エ 

[解説] 

植物 A と D は種子植物である。子房がある A は被子植物なのでアサガオである。子房がな

い D は裸子植物なのでマツである。裸子植物は子房がないので果実ができない。 

植物 B と C は胞子でふえるので，スギゴケ(コケ植物)かイヌワラビ(シダ植物)である。 

葉・茎・根の区別がある B はシダ植物で，区別がない C はコケ植物である。葉・茎・根の区

別がないコケ植物はからだの表面全体から水を吸収する。 
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[問題] 

 右図はゼニゴケ，スギナ，マツ，ツユクサ，エンド

ウの 5 種類の植物を，種子をつくらない，種子をつく

るという特徴をもとに分類したものである。 

(1) 種子をつくらないゼニゴケやスギナは，何によっ

てふえるか。 

(2) マツには，ツユクサやエンドウとは異なる特徴がみられる。それはどのような特徴か，

「子房」と「胚珠」ということばを使って書け。 

(3) ツユクサの根は，ひげ根からなり，エンドウの根は，主根と側根からなるなど，ツユク

サとエンドウには異なる特徴がみられる。ツユクサの特徴を述べた次の文中の①，②に

ついて，それぞれ正しいものはどれか。 

 ツユクサの子葉は①(1 枚／2 枚)で，葉脈は②(網目状／平行)に通る。 

(鹿児島県) 

[解答欄] 

(1) (2) 

(3)① ② 

[解答](1) 胞子 (2) 子房がなく胚珠がむき出しになっている。 (3)① 1 枚 ② 平行 

[解説] 

(1) ツユクサ，エンドウ，マツは種子でふえる種子植物である。種子をつくらないゼニゴケ(コ

ケ植物)やスギナ(シダ植物)は胞子でふえる。 

(2) ツユクサ，エンドウ，マツのうち，ツユクサとエンドウは胚珠が子房の中にある被子植

物で，マツは子房がなく胚珠がむき出しになっている裸子植物である。 

(3) ツユクサとエンドウはともに被子植物である。このうち，ツユクサは，子葉が 1 枚・平

行脈・ひげ根を特徴とするの単子葉類で，エンドウは子葉が 2 枚・網目状の葉脈・主根と側

根を特徴とする双子葉類である。 

 

[問題] 

次のア～エは，いろいろな植物のからだの一部を示したものである。後の各問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

(1) ア～エの植物をある観点をもとに，(ア，イ)と(ウ，エ)の 2 つのグループに分けた。その

観点とは何か。簡潔に説明せよ。 
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(2) 葉・茎・根の区別がある植物はどれか。ア～エの中からすべて選び，記号を書け。 

(佐賀県) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 種子と胞子のどちらでふえるか。(花が咲くか咲かないか。) (2) ア，イ，ウ 

[解説] 

(1) アのイネ(被子植物)とイのイチョウ(裸子植物)は種子でふえる種子植物で，花が咲く。 

ウのイヌワラビ(シダ植物)とエのゼニゴケ(コケ植物)は胞子でふえ，花は咲かない。 

(2) アやイの種子植物は葉・茎・根の区別がある。また，ウのシダ植物も葉・茎・根の区別

がある。それに対し，エのコケ植物には葉・茎・根の区別がない。根のように見える部分は

仮根で体を地面に固着させるはたらきをする。水は体の表面全体から取り入れる。 

 

 

[問題] 

次の A～D は，いろいろな植物を示したものである。後の各問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

(1) A～D の中で，種子をつくってなかまをふやす植物はどれとどれか。2 つ選び，記号で答

えよ。 

(2) A～D の植物すべてに共通な特徴は何か。次のア～ウから 1 つ選び，記号で答えよ。 

ア 陸上の，おもに日あたりのよいところで生活している。 

イ 葉緑体があり，光合成によってデンプンなどの栄養分をつくる。 

ウ 生きていくために必要な水や養分は，おもに根からとり入れる。 

(山口県) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) B，C (2) イ 

[解説] 

(1) B のアブラナ(種子植物の中の被子植物)と C のマツ(種子植物の中の裸子植物)は種子でな

かまをふやす。これに対し，A のスギゴケ(コケ植物)と D のイヌワラビ(シダ植物)は胞子で

なかまをふやす。 
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(2)ア：B，C などの種子植物は陸上の，おもに日あたりのよいところで生活している。これ

に対し，A のスギゴケ(コケ植物)と D のイヌワラビ(シダ植物)は日かげの湿ったところで生

活している(胞子は乾燥したところでは発芽しにくいから)。 

イ：A～D はすべて光合成を行う。 

(3) B，C などの種子植物と D のシダ植物は葉・茎・根の区別があり水や養分は，おもに根か

らとり入れる。これに対し，A のコケ植物は体全体から水や養分を取り入れる。 

 

[問題] 

 マツ，タンポポ，スギゴケ，イヌワラビを観察し，それぞれのからだの一部または全体を

スケッチした。図 1 はマツ，図 2 はタンポポ，図 3 はスギゴケ，図 4 はイヌワラビのスケッ

チである。 

 

 

 

 

 

(1) 図 1 の A～D のうち，雄花はどれか。記号で答えよ。 

(2) マツとタンポポは子孫をふやすために種子をつくるのに対して，種子をつくらないスギ

ゴケとイヌワラビは子孫をふやすために何をつくるか。 

(3) スギゴケとイヌワラビを比較して，イヌワラビのみに当てはまる特徴として最も適当な

ものは，次のどれか。 

ア 仮根をもつ。 

イ 雌株と雄株がある。 

ウ 葉・茎・根の区別がある。 

(長崎県) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) B (2) 胞子 (3) ウ 

[解説] 

(1) 図 1 のマツで，A が雌花，B が雄花である。 

(2) マツとタンポポは種子でふえる種子植物である。コケ植物のスギゴケとシダ植物のイヌ

ワラビは胞子でふえる。 

(3)ア：仮根をもつのはコケ植物である。 

イ：雌株と雄株があるのはコケ植物である。 

ウ：シダ植物は葉・茎・根の区別がある。コケ植物は葉・茎・根の区別がない。 

 



 45 

[問題] 

植物のなかまは，次の表のように分類される。また，図 1 の a～c は，学校にある植物を

くわしく観察し，スケッチしたものである。後の各問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 表の(  )にあてはまることばを書け。 

(2) 図 1 の a の植物は，表のア～オのどれにあてはまるか。 

(3) 図 2は，図 1の bの植物の葉の裏側についていた茶色いものXと，

そこから出てきた粒 Y を，顕微鏡で観察しスケッチしたものであ

る。 

① Y の名称を書け。 

② Y をつくる植物のなかまを，表のア～オからすべて選べ。 

(4) 図 1 の c の植物のなかまは，水の吸収にかかわるからだのつくりが a，b の植物のなかま

と違っている。どのように違うか，説明せよ。 

(鹿児島県) 

[解答欄] 

(1) (2) (3)① ② 

(4) 

[解答](1) 被子 (2) エ (3)① 胞子 ② ア，イ (4) 水を吸収するための根がない。 

[解説] 

(1) 種子植物は裸子植物と被子植物に分類される。被子植物は，さらに，単子葉類と双子葉

類に分類される。 

(2) 図 1 の a はひげ根になっているので単子葉類である。 

(3) コケ植物(スギゴケなど)とシダ植物(イヌワラビなど)は胞子(図 2 の Y)でふえる。 

(4) a などの種子植物と b などのシダ植物は葉・茎・根の区別があり水や養分は，おもに根か

らとり入れる。これに対し，A のコケ植物には水を吸収するための根はなく，体全体から水

を取り入れる。根のように見える仮根は体を地面に固着するはたらきをする。 
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【FdData 入試版のご案内】 

詳細は，[FdData 入試ホームページ]に掲載 ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ)  

姉妹品：[FdData 中間期末ホームページ] ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ) 

 

◆印刷・編集 

この PDF ファイルは，FdData 入試を PDF 形式に変換したサンプルで，印刷はできないよ

うに設定しております。製品版の FdData 入試は Windows パソコン用のマイクロソフト

Word(Office)の文書ファイルで，印刷・編集を自由に行うことができます。 

 

◆FdData 入試の特徴 

FdData 入試は，公立高校入試問題の全傾向を網羅することを基本方針に編集したワープロ

データ(Word 文書)です。 入試理科・入試社会ともに，過去に出題された公立高校入試の問

題をいったんばらばらに分解して，細かい単元ごとに再編集して作成しております。  

 

◆サンプル版と製品版の違い 

ホームページ上に掲載しておりますサンプルは，製品の Word 文書を PDF ファイルに変換

したもので印刷や編集はできませんが，製品の全内容を掲載しており，どなたでも自由に閲

覧できます。問題を「目で解く」だけでもある程度の効果をあげることができます。 

しかし，FdData 入試がその本来の力を発揮するのは印刷や編集ができる製品版においてで

す。また，製品版は，すぐ印刷して使える「問題解答分離形式」，編集に適した「問題解答一

体形式」，暗記分野で効果を発揮する「一問一答形式」の 3 形式を含んでいますので，目的

に応じて活用することができます。 

※FdData 入試の特徴(QandA 方式) ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ) 

 

◆FdData 入試製品版(Word 版)の価格(消費税込み) 

※以下のリンクは[Shift]キーをおしながら左クリックすると，新規ウィンドウが開きます 

理科 1 年，理科 2 年，理科 3 年：各 6,800 円(統合版は 16,200 円) ([Shift]＋左クリック) 

社会地理，社会歴史，社会公民：各 6,800 円(統合版は 16,200 円) ([Shift]＋左クリック) 

※Windows パソコンにマイクロソフト Word がインストールされていることが必要です。 

(Mac の場合はお電話でお問い合わせください)。 

 

◆ご注文は，メール(info2@fdtext.com)，または電話(092-811-0960)で承っております。 

※注文→インストール→編集･印刷の流れ ([Shift]＋左クリック) 

※注文メール記入例 ([Shift]＋左クリック) 

 

【Fd 教材開発】 Mail： info2@fdtext.com  Tel ：092-811-0960 
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